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はじめに 

 少子化の中にあって、徳山高専の受験者数も年々減少の様相を呈している。このような中、これま

で同様に優秀な技術者を育成・輩出する高等教育機関であり続けるために、一人でも多くの中学生に

あるいは、その保護者や中学校教員に徳山高専を理解して頂き、また、工学に対する興味を喚起し、

優秀な生徒を確保することは、停滞した日本経済を併せ考慮しても重要なことである。一言に、高専

を理解してもらうといっても、既にメディアの報じるところとなったように理科離れの進んだ中学生

を相手に、一朝一夕で結果を出せる問題ではない。そうした意味で、例えば校内見学会にしてもその

役割は、決して小さな一手ではない。これを機に徳山高専の持っている中学生に限らず社会にアピー

ルできる高度な教育能力や研究成果等々を披露し、優秀な技術者のたまご達のまなざしを本校に向け

たいものである。 

 

 

  

 

 

写真は体験授業（第２回校内見学会）風景 
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１．テクノフェスタの目的 

 テクノフェスタの目的は、「中学生に徳山高専についてより理解を深めてもらい、多くの中学生に

徳山高専への受験を喚起する。」とした。以下にこの目的実現のために行う企画ごとの主旨を簡単に

述べる。 

 

１．１ 校内見学会 

 従来、年２回の校内見学会はいずれも同じことを行い、午前中で企画を終了していた。しかし、１

回目と２回目では、時期的に中学生の受験に対する意識が異なるために、例えば、１回目の見学会で

は、「高専のことが全体的にもっと知りたかったのに時間が足りなかった。」とか、「一つの学科しか

分からなかった。」と言った校内見学会を楽しみたいというような感覚があるのに対し、２回目の企

画では、逆に、「○○学科について、もっと知りたかった。」とか「高専に入学するためにどのような

勉強をしたらよいのか。」「高専の授業は、どんな感じなのだろう。」といったような具体的に徳山高

専を進路の選択肢の一つとして見学しているような意見が聞こえてくる。これらのことをふまえ、今

年度の２回の校内見学会に対して、以下のような目的とテーマを設定した。 

 

第１回（ ８月２１日）のテーマ 「高専まるかじり」 

  第２回（１１月１５日）のテーマ 「今日は１日高専生！」 

 

１．２ 周防灘３０カイリ「潮の路県際間交流事業」 

 瀬戸内海の周防灘（約５６Km）をはさんで比較的近い位置にある山口・大分の交流事業の一環にテ

クノフェスタとして協力した。今回は「ものづくり体験交流」というテーマであったため、徳山高専

では「ロボット製作教室」を開催し、周南地域と大分県国東半島の小学生高学年を対象として、もの

作りへの興味を喚起すると同時に本校の特徴を参加者にアピールすることを目的とした。 

 

１．３ 徳山高専夢広場 簡単おもしろロボット大作戦！ 

 本校では、昨年度より学校から離れた市内中心街にサテライトブースを確保し、広く市民に本校へ

の理解を広める活動を行っている。ここでは、本校の全教官が参加して公開展示、公開講座等を展開

している。今回、テクノフェスタとして、ロボット製作体験講座をこのサテライトブース（徳山高専

夢広場）を利用して実施することにより、一層市民に徳山高専らしさをアピールすると共に、小中学

生への工学への興味を喚起する。
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２．テクノフェスタ平成１５年度第１回校内見学会 

テーマ「高専まるかじり」 

実施日：平成１５年８月２１日 
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２．１ 第１回校内見学会のテーマ 

今回の第１回（８月２１日）見学会では、テーマを「高専まるかじり」として学科の前に高専全体を

理解してもらうことを意識した企画とした。すなわち、ロボコンの高専と呼ばれる所以や高校・大学

との違い、そして、学生会活動やクラブ活動というような高専生活を紹介することを前面に企画した。

そうした上で３つの学科のそれぞれの特徴や特色を各学科の企画で展開し、また、その学科を卒業後

の技術者としての社会的役割を見学者に理解してもらうことも考慮した。 

 

２．２ 第１回校内見学会運営組織 

平成１４年度第２回の教官研修会で議論された成果を形にし、準備から開催まで短期間のうちに円

滑に実施されるよう、今回の校内見学会の実施にあたりテンポラリーに以下のような校内見学会実行

委員を組織した。なお、組織の結成については、田村（教務主事補：校内見学会担当）が、これを教

務連絡会で提案し、承諾を受けた後、前述の教官研修会で校内見学会についてのワークショップを担

当した佐々木教官にアドバイスを受けて各担当者に打診した。多忙な中、快諾頂いた諸先生方に深謝

する所である。 

校内見学会実行委員組織表 

             企画担当責任者（小田：ME）----------- 企画担当者 

             企画担当責任者（山田健：IE）--------- 企画担当者 

             企画担当責任者（田村：CA）----------- 企画担当者 

 統括（田村）       スタンプラリー責任者（池田光） 

             パンフレット責任者（佐々木） 

             昼食責任者（学生課） 

             アンケート責任者（田村） 

             運営（教務主事補：長戸、石田、杉村、田村） 

なお、各責任者の役割は、以下の通りとした。 
１） 統括         ・・・校内見学会の企画を統括する。 
２）企画担当責任者     ・・・企画担当者との調整 

・・・パンフレット責任者との連絡 
３） 企画担当者（研究室・個人・学科・部課・センター等） 

・・・企画立案 
・・・パンフレット原稿の作成 
・・・企画担当責任者との連絡 

４） スタンプラリー責任者 ・・・スタンプラリーの企画立案・実施 
・・・企画担当者との連絡 

５） パンフレット責任者  ・・・パンフレットの作成 
６） アンケート責任者   ・・・アンケート原稿の立案・集計 
７） 運営       ・・・全体会議の運営（司会進行・企画タイムスケジュールの連絡等） 

・・・企画担当責任者との連絡 

            ・・・案内板等準備 

  ８）昼食責任者    ・・・見学者の昼食の発注、当日の誘導 
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２．３ 第１回校内見学会企画 

 テーマからも感じられるように、第１回の見学会では徳山高専を、東から西まで、すなわち学寮か

ら専攻科等までくまなく見てもらうことを目的とし、また、見学者のフットワークを喚起するべくク

イズラリーを行うといった趣向もこらした企画を展開した。 

 従来の見学会と変更した点は、 

１） 全体会で、学校全体を紹介するビデオ（１５分）を放映し、その後各学科の紹介（各１

０分）を行った。 

２） 見学者をクイズラリーにより企画全般に渡って流れるよう誘導した。 

３） 見学時間を午後３時までとし、このため昼食（カレーライスと弁当）を用意（有料）し

た。 

４） 実施に当たり、運営組織を構成し、各担当の連絡を密にした。 

５） パンフレットの改善。 

等々である。また、およそ５０の企画を展開した。以下に、本見学会で行った全ての企画とその内

容について主なものを示す。 

（１） 全体会 

目的：学校全体の概要を理解してもらう。 

１）教務主事挨拶 

２）学校紹介ビデオ（工藤教官作成）上映（映画ロボコン・学生生活・クラブなどの紹介） 

３）学科紹介（３学科の特徴・概要を１０分程度で紹介） 

 

  
   写真１ 学生会による学校紹介コーナー   写真２ 「学生主事がお答えします」 

（２） 自由見学 

目的：高専生が実際に使っている教科書から学寮・研究室等々徳山高専をすみずみまで紹介

して、見学者に高専の魅力を存分に賞味してもらう。以下自由見学企画一覧。 

1. 先輩に聞いてみよう！学生会による学生生活の紹介（担当：古田健一） 

2. 就職・進学情報コーナー「学生主事がお答えします」（担当：藤田重隆） 

3. インターネットにチャレンジ（情報処理センター：鳥居恵子） 

4. ドミトリー・ツアー 学寮見学会（担当：室長大應） 
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5. 高等学校野球連盟認定中学３年生体験入部（担当：田村隆弘） 

6. 勉強と研究の友 蔵書 75000 冊の図書館（担当：門田海婦子） 

7. 高専生の一般教養はおまかせ！（担当：長戸喜隆） 

8. のぞいちゃおう！校長室（担当：天野徹） 

9. 英語科研究室開放（担当：国重 徹） 

10. 数学科研究室開放（担当：秋吉康光  ） 

11.A メディアホールでの情報電子工学科説明会（担当：江口賢和） 

11.B メディアホールでの土木建築工学科説明会（担当：田村隆弘） 

12. 地盤（土）の七不思議（担当：上俊二） 

13. 測量機材、作品の展示（担当：桑嶋啓治） 

14. 測量体験・地図づくりに挑戦！（担当：桑嶋啓治） 

15. 流れのファンタジー（担当：渡辺勝利） 

16. 作ってみよう！パスタブリッジ（担当：原 隆） 

17. どっちがどっち？「強さクイズ」（担当：原 隆） 

18. 卒業研究のぞき見（公開実験）（担当：原 隆） 

19. アームロボットと遊ぼう（担当：櫻本逸男） 

20. カーブやシュートはなぜ曲がる？（担当：張間貴史） 

 

          
写真３ 研究室紹介（ピン球の空中浮揚） 

 

21. 君の感性をチェック（担当：大西 厳） 

22. 力ならなんでも測れるよ（担当：西村太志） 

23. スポーツカーはなぜ速い？（担当：山田英巳） 

24. 聞いて！感じて！ロボットのメロディー（担当：藤本 浩） 

25. どんな形も自由自在（担当：藤満達朗） 

26. ネームプレートを君に（担当：藤満達朗） 

27. 体験！自然エネルギー（担当：伊藤 尚） 

28. 渦電流の不思議（担当：武平信夫） 
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29. 光の不思議！（担当：石田浩一） 

30. 機械電気工学科紹介コーナー（担当：小田和広） 

31. 土木建築工学科ってどんな学科？（担当：藤原東雄） 

32. 土木建築工学科写真展示（担当：工藤洋三） 

33. コンクリート七不思議（担当：島袋 淳） 

34. 三次元 CAD 体験講座（担当：門脇重道， 池田光優） 

35. PIC 体験講座（担当：藤本 浩） 

36. メカトロに触れる（担当：兼重明宏） 

37. 建築設計作品ギャラリー（担当：佐々木伸子） 

38. 折り紙建築で徳山高専を作ろう！（担当：佐々木伸子） 

39. 学生食堂開放（担当：吉井光雄） 

40.  体験入学 C言語コース（担当：山本孝子） 

41.  体験入学マイコンコース（担当：重村哲至） 

42. LEGO ロボ・コンテスト（担当：三木 幸） 

43. ロボット紹介と実演（担当：杉村敦彦） 

44. 電子ルーレットの仕組み（担当：守川和夫） 

45. インターネット掲示板（担当：重安邦之） 

46. インターネットライブカメラ（担当：百田正広） 

47. インターネット遠隔制御（担当：山田健仁） 

48. 情報電子工学科紹介（担当：池田信彦） 

 

  
写真 4 ネームプレート作りに夢中 

 

（３） クイズラリー（池田光優教官担当） 

  見学者を無意識のうちに様々な企画に誘導するべく、すなわち高専をくまなく歩きまわってもら

うよう、クイズラリーを行った。３０問（３０箇所）に問題を配置し、パンフレットに回答欄を設け

た。専門的な問題はほとんど無く、ただ、その企画会場の中に入るか、担当者に質問することで正解

を得ることができるよう工夫されていたため、後述のアンケート結果にも示されるように、見学者を
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上手く分散させ、また、見学者の動きや企画担当者との会話を引き出すことができ、今回の見学会に

大いに活気を与えた企画となった。 

（４） 昼 食（学生課担当） 

  目的：見学時間の延長（１５：００終了）にともない、希望者に対し昼食の準備を行った。アン

ケート結果に見られるように、カレーと弁当の２種類のメニューであったにも関わらず印象度が深い

ことから、今後、内容を充実させることにより参加者へのアピールポイントになる可能性があると思

われる。なお、カレーライスの予約数１４７，弁当の予約数は５３で、参加者数３９７人の約半数が

昼食を予約している。 

   
写真 5 学生食堂へ誘導            写真 6 昼食風景 

 

（５） パンフレット（佐々木教官担当） 

  経費節約のため、これまでと大幅に改善がなされた。Ａ４を４枚分連続した両面８ページのパン

フレット（資料参照）は、 

１）構内鳥観図 

２）タイムスケジュール 

３）高専・学科概要 

４）校内案内図 

５）クイズラリー回答欄 

等から構成され、限られた紙面を最大限有効に利用した見学会を成功に導く大きなパーツであった。 

   
写真 7 工場開放 
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２．４ 第１回校内見学会アンケート結果 

 見学会参加者によるアンケートの結果を以下に示す。 

見学会参加学校数 ６５校 

見学会参加者数  ３９７名 （生徒：２９２名 保護者：８１名 引率教員：２４名） 

アンケート回答者 １６５名 （生徒：１３２名 保護者：２９名 引率教員：４名 ） 

 

アンケート結果 

Q１ あなたは？              Q２ あなたの性別は？ 

　

132

80%

4

2%

29

18%

1.生徒

2.教師

3.保護者

 

98
60%

64

40%

1.男性

2.女性

 
 
Q３ あなたのお住まいはどちらですか？ 
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Q４ あなたが一番関心のある学科はどれですか？ 

0 10 20 30 40 50 60

1.機械電気工学科　

2.情報電子工学科　

3.土木建築工学科

 
 
Q５ この見学会で高専について知りたいことを知ることができましたか？ 

35
23%

110
71%

7
5%

1
1%

1.できた　

2.だいたいできた　

3.あまりできなかった　

4.できなかった

 

 

Q８ あなたは徳山高専を受験しようと思っていますか？ 

76
56%

5
4%

55
40%

1.　はい　　

2.いいえ　　

3.まだ決めていない
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Q９ 「はい」と答えた方にお尋ねします。どの学科を受験したいですか？ 

0 5 10 15 20 25 30 35

1.機械電気工学科

2.情報電子工学科

3.土木建築工学科

4.まだ決めていない

 

 

Q10 秋には高専の模擬授業や受験対策講座などが行われる「一日体験入学」が予定されています。 

62
46%

3
2%

71
2%

1.参加してみたい　

2.参加したくない　

3.わからない
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先輩に聞いてみよう！学生会による学生生活の紹介

就職・進学情報コーナー「学生主事がお答えします」

インターネットにチャレンジ（情報処理センター）

ドミトリー・ツアー　学寮見学会

高等学校野球連盟認定中学３年生体験入部

勉強と研究の友　蔵書75000冊の図書館

高専生の一般教養はおまかせ！

のぞいちゃおう！校長室

英語科研究室開放

数学科研究室開放

メディアホールでの情報電子工学科説明会

メディアホールでの土木建築工学科説明会

地盤（土）の七不思議

測量機材、作品の展示

測量体験・地図づくりに挑戦！

流れのファンタジー

作ってみよう！パスタブリッジ

どっちがどっち？「強さクイズ」

卒業研究のぞき見（公開実験）

アームロボットと遊ぼう

カーブやシュートはなぜ曲がる？

君の感性をチェック

力ならなんでも測れるよ

スポーツカーはなぜ速い？

聞いて！感じて！ロボットのメロディー

どんな形も自由自在

ネームプレートを君に

体験！自然エネルギー

渦電流の不思議

光の不思議！

機械電気工学科紹介コーナー

土木建築工学科ってどんな学科？

土木建築工学科写真展示

コンクリート七不思議

三次元CAD体験講座

PIC体験講座

メカトロに触れる

建築設計作品ギャラリー

折り紙建築で徳山高専を作ろう！

学生食堂開放

体験入学C言語コース

体験入学マイコンコース

LEGOロボ・コンテスト

ロボット紹介と実演

電子ルーレットの仕組み

インターネット掲示板

インターネットライブカメラ

インターネット遠隔制御

情報電子工学科紹介

全体説明会

徳山高専クイズラリー

Q７ 見学会の中で印象に残った企画に○をつけて下さい。○はいくつでもかまいません。 
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２．５ アンケート結果から 

 ２．４で単純集計したアンケートの結果から、以下に考察を箇条書きする。 

１）質問３（及び参加者事前調査結果）に見られるように、今回の見学者の範囲は、県

内はもとより県外（広島・岡山）からも訪れており広報効果は十分に現れていると思わ

れる。 

２）質問４では現段階で興味ある学科を問うているが、学科間の格差は顕著に現れてい

ない。しかし、質問８及び質問９で高専の受験とその学科を問うと、まだ具体的には考

えていないと答える学生が４０％にのぼり、このことから夏休みという段階での本見学

会はこれから進路を考えるためのひとつの材料としての位置にあることが伺える。 

３）質問５より、本見学会で徳山高専について「理解できた」「だいたい理解できた」と

答えた見学者が９３％に上り、本見学会の目的はほぼ達成することができたと思われる。 

４）質問１０では、第２回の見学会への参加希望を確認している。今回、徳山高専につ

いて「理解できた」と答えたにも関わらず、第２回の見学会への参加も希望している学

生が４６％あり、このことは、体験型および受験対策講座等の看板に期待する生徒が多

いことを示している。 

５）質問７では印象に残った企画についてアンケートしている。「ネームプレートを君

に」や「クイズラリー」といった「おみやげ」付きの企画が上位にきたが、「３次元ＣＡ

Ｄ体験講座」や「流れのファンタジー」、「アームロボットと遊ぼう」といった工学的企

画に興味を抱いた参加者が少なくなかった。また、国重教官の企画した「英語科研究室

解放」は、昨年の企画でも人気があったが、その理由を探ると、国重教官の準備したお

茶菓子と休憩室としての役割が功を奏したものと思われる。（広範囲を歩きまわる見学者

にとって、湯茶の接待場所等、休憩室の準備が必要であることを示唆していると思われ

る。） 

 しかしながら、質問７の結果に見られるように、見学者が多くの企画に興味を示し評

価してくれたことは、パンフレットやクイズラリー、そして、各企画担当者の尽力の賜

であることは言うまでもない。 
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２．６ 考察及び反省点 

 以下、企画担当責任者等々を務めていただいた山田健仁教官、小田和広教官、佐々木伸子教官、池

田光優教官から寄せられた考察と反省点を列挙し、まとめる。 

 

■ 山田健仁教官（IE 企画担当）より 

校内見学会の企画・調整お疲れ様でした。お蔭様で良好な見学会が実施できたと考えてお

ります。以下、今回の見学会で気付いた点を挙げます。 

１）各企画の見学者は例年並かそれ以上で良好であった。パンフレットの効果が大きかった

ように感ずる（佐々木先生のご尽力の賜物と思います）。 

２）IE ではメイン企画に開演時間を設定したが、全体スケジュールのずれ込みなどあり、予

定時間通りに運営することができなかった。その場で各先生に運営を変更していただき対応

したが、次回の実施では工夫が必要と考えている。 

３）学科紹介（メディアホール）を複数回実施するのは良かったが、出席希望の凡その生徒

数が予め分かっていた方が良かった。配布資料の準備やメイン企画への人数配分に支障があ

った。学科希望の事前調査はある程度必要だと考える。 

４）IE では年度始めに見学会の担当者などを決めていたこともあり、見学会の企画に関する

事前の根回しが欲しかった。特に学科主任へ。 

５）寮の見学者が非常に多かった。午前見学者：生徒 約７０名 保護者 約２０名、午後

見学者：生徒 １１名 保護者 ５名。特に午前は、全体説明会が第二体育館であったこと

もあり、そのまま寮に多数の見学者が訪れた。ただし、明らかに寮に入る予定のない近距離

の見学者も多く、全体会で通学困難者を基本としていることなどの学寮についての事前説明

が必要だったように思う（今回、学寮説明の時間が設定されていなかったのは、残念であっ

た）。 

しかし、副次的な効果で学校の企画に見学者が殺到することが緩和できた面もあった。 

 

以下、私見ですが、高校の見学会の状況（夏休み中に体験入学を実施している）を考える

と、今回の企画のようなオープンハウスは、中学 3 年生（受験生）に限定せず、多くの中学

生保護者＆本校の保護者も見学できるような形で、5月連休後辺りに設定して（5月連休中で

は中学校の先生も生徒も嫌がり、集まり難いと思う）、夏休みは、例えば学科毎に異なる日程、

メイン授業毎に異なる日程、などで公開講座的な形式で、複数回体験入学を実施した方が良

いように思います。ちょっと負荷が大きくなりそうなので、あまり良い意見ではないかもし

れませんが。 

学科内では、基本的に今回の見学会は成功だったという意見が多数でした。ご尽力感謝

いたします。有難う御座いました。 
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■ 小田和広教官(ME 企画担当)より 

・全体的に、見学時間延長やクイズラリーで学校全体を見てもらうことには成功したのでは

ないかと思います。しかし、見学者がいろんな企画を見て、必ずしも学科間の比較ができた

のかは疑問です。 

・パンフではどの学科の企画かわかるようになっていたが実際の企画のところにも、企画番

号やどの学科の企画かわかるような掲示をした方がよい 

・全体会は体育館以外（メディアホールなど）でできないか？暑くて話しが聞けないでしょ

う。人数が多すぎるのであれば、時間差で行なってもよいのでは？近い中学校は早目にきて

もらい、遠いところは３０分ほど遅く来てもらうなど。 

・１５時までは長すぎるような気がする。１４時で終了くらいがよい実際には 13 時半くらい

から人が少なくなったような気がする。 

・談話室以外にも休憩場所をつくるとよい。 

 

■ 佐々木伸子教官（パンフレット担当）より 

＜全体会について＞ 

全体会での学科説明は検討が必要。暗幕で閉め切った暑い夏の体育館（暑い、暗い、狭い環

境）で長時間行うのは、いかがなものか。全体会での学科紹介は、学校説明のビデオに簡単

な内容でまとめてもらい、詳しい学科説明を企画 として別に開催した方が良い．もうすこし、

全体説明を短くまとめるように工夫が必要。今回のように 1 時間拘束するのは、参加者に負

担が大きい． 

＜食事について＞ 

食堂だけでなく売店の営業など、昼食を自由に選んでとれるようにはならない のか？食堂も

カレーライスだけでなく、せめて何種類かは選べると良いと思う． 

＜パンフレット＞ 

今回、1 枚もの（A4８枚両面印刷蛇腹折）としたことで、印刷費用は削減できた．業者にこ

れ以上安くあげる方法はないかと尋ねた所、サイズを小さくするしかないといわれた（内容

量からこれ以上は難しい）。クイズラリーの番号 と、企画番号が一致していなかったのがわ

かりづらかった。 

＜クイズラリー＞ 

最初からあきらめてしまう人が多かったようなので、1 問でも解答すれば、ステッカーをも

らえるなどの配慮があるとよい。 

＜アンケート＞ 

回収箱がわかりにくかった（回収率が低かった）。わかりやすくするために地上階の階段やエ

レベータ前に設置しておくようにしてはどうか。 

＜校内の案内表示＞ 

校内の案内表示が少ないので、見学者は現在地がわかりにくい。そのため、パンフレットに
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現在地をマジックで記入して階段踊り場にはったところ、わかりやすくなった。来年からも

掲示してほしい。 

＜企画＞ 

専門分野の内容を詳しく説明したものはたくさんあるが、高専の学生生活の説明が全体的に

少ない。中学生が関心のある学生生活に関する企画をもっと充実させたほうがよい。 

＜運営体制＞ 

今回は有志が集まって企画、運営をしたということになるのだろうか？今回のようにこれま

でと異なる内容で実行するためには、実行委員会形式でその企画に必要な人材を集めて組織

化して行えるような運営体制の整備が必要。ボランティアでやらなければならないのでは、

作業にも限界があるので、校務の一つとして携われるような配慮がほしい。 

 

■ 池田光優教官（クイズラリー担当）より 

まず、企画の話を聞いてからの時間が少なかった。せめて 7 月の始め頃に聞いていれば、ク

イズ内容など良くできたかも知れません。 

 

○来年度以降に対する意見 

来年度もクイズラリーを行うという前提で話をします。 

問題にしたいのは 2点あります。 

 

まず、クイズの内容についてです。今回の様子では、企画番号とクイズ番号が異なってお

りわかりにくかったと言う意見など、いろいろ苦言をいただいております。これらを改善す

るためにはもう少し早めに企画をスタートさせると言った措置が必要かと思います。（企画

番号とクイズ番号を同じにするために、全ての企画でクイズを出してもらうと言うことも考

えられますが、そうなると全ての企画の把握を早めにしておかなければなりません。）それか

ら今年出題したクイズを来年も使うかどうかと言う問題もあります。企画によっては同じ問

題しか出せない企画もあるでしょうが、何年も同じ問題ばかり出していると、マンネリ化し

てしまう可能性もあると思います。出題者側からすると頭の痛い問題だと思います。 

 

2 点目は、予算面です。今年度はかなり優遇していただいたので中学生にも満足してもらえ

る商品を提供できたと思いますが、私自身この企画に対してはちょっと予算かけすぎかな、

と思っていました（でも目玉企画にしたいと言うことでしたので、無理を言わせてもらいま

した）。来年度以降も今年度のような商品を考えるなら、最低今年度と同等の予算を確保して

いただかなくてはなりません。 

以上、来年度以降もクイズラリーは行うという前提で意見を書きました。 

私個人の感想としては、アンケート結果を見て私が関わった企画（クイズラリー、3 次元

CAD 講座）はともに高得点を獲得していたので、ほっと胸をなで下ろしました。 
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３．テクノフェスタ平成１５年度第２回校内見学会 

「今日は１日高専生！」 

（実施日：平成１５年１１月１５日） 
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３．１ 第２回校内見学会のテーマ 

 今回の企画は、「徳山高専の○○学科について、もっと知りたい。」とか「高専に入学するためにど

のような勉強をしたらよいのだろうか。」、「高専の授業は、どんな感じなのだろう。」、そして、「高専

の寮はどんなところだろう。」といったような具体的に自身の進路を決めるための確認作業として見

学を希望している中学生の不安や疑問に答えるべく、企画を大幅に改善した。テーマは、 

 

 「今日は１日高専生！」 

 

 すなわち、第１回（８月２１日）見学会では、学科の前に高専全体を理解してもらうことを意識し

た企画を全面に出し、ロボコンの高専と呼ばれる所以や高校・大学との違い、そして、学生会活動や

クラブ活動というような高専での学生生活を紹介することを前面に企画したのに対し、今回は、高専

での一般科目や専門科目の授業を実体験すると共に、学科ごとに詳細な説明会を設け、その学科固有

の授業内容や、卒業後の技術者としての社会的役割を見学者に理解してもらうことも配慮した。 

 

３．２ 第２回校内見学会運営組織 

今回の企画実行にあたっては、教務主事室において各学科の教官との調整を行った。なお、パンフ

レット作成については、前回同様、佐々木教官にご尽力いただいた。 

校内見学会実行委員組織表 

             一般科企画担当責任者（長戸）----------- 企画担当者 

             ME 学科企画担当責任者（石田）----------- 企画担当者 

             IE 学科企画担当責任者（杉村）----------- 企画担当者 

 統括（田村）       CA 学科企画担当責任者（田村）----------- 企画担当者 

             パンフレット責任者（佐々木） 

             会場設営・昼食責任者（学生課教務係） 

             アンケート責任者（田村） 

             その他の企画責任者（田村） ----------- 企画担当者 

  

なお、各責任者の役割は、以下の通りとした。 

２） 統括 ・・・ 校内見学会の企画、報告等、統括する。 

２）企画担当責任者 ・・・ 企画担当者との調整 

８） 企画担当者（個人・学科・センター等） ・・・ 企画立案、実施 

９） パンフレット責任者 ・・・ パンフレットの作成 

１０） アンケート責任者 ・・・ アンケート原稿の立案・集計 

１１） 会場設営・昼食責任者 ・・・ 全体会設営・見学者の昼食の発注、当日の誘導 
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３．３ 第２回校内見学会企画 

 第２回の見学会では入学から卒業までをイメージし、一般科目や専門科目の授業を受けながら、各

学科のことを理解する体験授業形式の企画を展開した。また、学寮でも、希望者による一泊入寮も企

画し、学寮生活の一端も体験してもらった。以下に、各企画の内容を示す。なお、午前の一般科目体

験講座は、事前に調査した中学生の希望どおりに実施し、午後の専門科目は、希望学科のみ調査し（全

員希望通り）、個別の参加企画は、本校で割振りを行った。 

 

３．３．１ タイムスケジュール 

 表１に示すようなスケジュールで行った。昼食時間については、学食の定員が約６０名程度である

ことから、学科毎に３０分ずつずれるように設定した。 

 

表１ タイムスケジュール 

    場 所 

 

 時 間 

第 ２ 

体育館 

メディア 

ホ ー ル 
談話室 

学生 

食堂 
会議室 

機械電気 

工学科 

情報電子 

工学科 

土木建築 

工学科 
一般科目 図書館 

情報処理 

センター 
学 生 寮 

9:30 

～ 

10:30 

 

全体会 

(入学式) 

 

 

  

 

 

 

 
体験入寮 

前日より 

10:40 

～ 

11:50 

一般科目 

体験授業 

  

 

 

  

 

 

体験授業 

 

  

11:50 

～ 

12:40 

 

昼食 

11:50～ 

進路担当者 

意見交換会 

 

見 学 

(説明会) 

学科紹介 12:50 

～ 

14:20 
体験講座 

14:20 

 

 

 

午後から 

情報電子 

学科企画 

 

 

 

 

休 

 

 

憩 

 

 

所 
 午後から 

機械電気 

学科企画 

卒業式（各企画ごとに実施） 

 

 

 

 

 

自由解放 

（生徒・保護者   

引率教諭等）  

 

３．３．２ 第２回（秋企画） 

（６） 全体会（担当：教務主事補・教務係 会場：第２体育館）[参加者：３２４名] 

目的：「１日体験入学・入学式」の形式で、学校全体の概要を理解してもらう。 

４）校長（教務主事代行）挨拶「１日入学許可」 

５）学校紹介ビデオ（工藤教官作成）上映（映画ロボコン・学生生活・クラブなどの紹介） 

６）体験入学企画紹介（スケジュール等の紹介） 

＊）一般科目企画会場への誘導は、教務主事補・教務係・島袋教官が行った。 
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（７） 一般科目体験授業（担当等、表２参照） 

目的：一般科目の授業を体験してもらう。 

 
表２ 一般科目体験講座内容 

科 目 担 当 題     目 場 所 参加者 

国 語 一色誠子 
「簡単にできる、和本綴じ♪」 

平安時代からある、本の綴じ方を体験して 
 みよう。（日常生活にも、応用できます。） 

２年３組教室  ２２名 

数 学 
秋吉康光 
原田幸雄 

「２次方程式の解の公式を見つけよう」 
合併講義室 
中講義室 

 ５１名 
 ５０名 

理 科 室長大應  物理  実験「磁性体について調べよう」 メディアホール １１４名 

英 語 桂 哲男 
「英語実力養成講座」 

～本校英語科の取り組みについてもお話
します～ 

２年１組教室  ３８名 

 
 

   
写真 8「簡単にできる、和本綴じ♪」     写真 9「２次方程式の解の公式を見つけよう」 

 

   

写真 10 物理実験 
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（３）専門学科紹介（担当等、表３参照） 

目的：各学科の特色や卒業後の技術者としての社会的役割を理解してもらう。 

 
 表３ 学科説明会 

学 科 担 当 会 場 参加者 

機械電気工学科 武平信夫 ２階会議室 ８８名 

情報電子工学科 江口賢和 メディアホール ８８名 

土木建築工学科 藤原東雄 合併教室 ９２名 

 
（４）専門科目体験授業（担当等、表４―１～表４－３参照） 

目的：専門科目の授業を体験してもらう。 

 

表４―１ 専門科目体験講座内容 

学 科 担 当 講 座 名 場 所 参加者 

池田光優 
張間貴史 

３ＤＣＡＤ講座 ＭＥ－ＣＡＤ室 ２６名 

武平信夫 渦電流の不思議 中講義室 ２７ 
機械電気工学科 

石田浩一 創造製作体験講座 テクノ地域共同開発室 ３５ 

 

  
          写真 11 渦電流の不思議          写真 12 創造製作体験講座 

 

 

                     写真 13 ３ＤＣＡＤ講座 
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表４―２ 専門科目体験講座内容 

学 科 担 当 講 座 名 場 所 参加者 

三木 幸 
江口賢和 
力 規晃 

基礎プログラミング 
情報処理センター 
（第２パソコン室） 

３０ 

神田徳夫 
小林明伸 
池田信彦 
寺西 信 

基礎電気回路 情報電子工学実験室 ３０ 情報電子工学科 

重村哲至 
新田貴之 
原田徳彦 

基礎コンピュータ工学 メディアホール ２８ 

 

 

  

写真 14 基礎コンピュータ工学 

 

  

写真 15 基礎電気回路          写真 16 基礎プログラミング 
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表４―３ 専門科目体験講座内容 

学 科 担 当 講 座 名 場 所 参加者 

上 俊二 
桑嶋啓治 
福田 靖 

地盤工学液状化講座 
土木建築４年生教室 
土質実験室 

３１ 

渡辺勝利 
佐賀孝徳 

水理学流れの可視化体
験講座 

水理実験室 
測量実習室 

３１ 土木建築工学科 

原 隆 
構造工学橋梁講座 
「作ってみようパスタ
ブリッジ」 

土木建築５年生教室 ３０ 

 

 

        

    写真 17 「作ってみようパスタブリッジ」   写真 18 水理学流れの可視化体験講座 

 

 

写真 19 地盤工学液状化講座 
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（５）学生食堂の利用（担当：学生課教務係）[利用者：２２２名] 

 夏の企画と同様に、昼食のために学生食堂を利用できるようにした。メニューは、定食、カレ

ーライス、肉うどん、天ぷらうどんとし、利用にあたっては、事前に申し込みするものとした。

（食堂を利用しない参加者は、弁当持参とし、学生談話室等で食事をとってもらった。） 

 

  

写真 20 にぎやかな食堂利用風景    写真 21 好評はカレーライスと肉うどん 

 

（６）図書館開放（担当：門田海婦子）[利用者：  約８０ 名] 

 図書館を開放し、休憩時間等の中学生の利用や引率教官や保護者の自由な利用を許可した。実

施にあたり図書館相談員（学生）を配置した。 

 

 

写真 22 図書管開放風景 

 

（７）情報処理センター解放（担当：鳥居恵子）[利用者： 約６０ 名] 

 休憩時間のホームページ閲覧、インターネット利用を許可した。実施にあたり情報処理センタ

ー相談員（学生）を配置した。 

 

（８）進路指導担当者意見交換会（担当：重松恒美、田村隆弘、山岸 正）[参加者：  １２名] 

 本校教務担当と中学校進路担当者の意見交換会を行った。卒業率（入学者に対する卒業者の数）

に関する質問や、特別推薦入試に関する質問等があった。 
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（９）１日体験入学卒業証書・記念品 

 体験入学の終わりに、午後からの各企画参加場所で１日体験入学卒業証書と記念品（ネームプ

レート）を配布した。ネームプレートは、実習工場（担当：中村金良）で加工を行い、野球部員

によって仕上げ（磨き加工）した。 

    

写真 23 体験入学卒業証書授与 

 

（１０）体験入寮・学寮見学（担当：室長大應）[参加者：体験入寮 １名、学寮見学 約１０名] 

 校内見学会前日からの宿泊も含めた、体験入寮を行った。参加者は、学寮の時間割に従い点呼

や、食事等々を体験した。学寮見学については、昼休み時間を利用した説明会を行った。 
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３．４ 第２回校内見学会アンケート結果 

 第２回見学会参加者によるアンケートの結果を以下に示す。（なお、創造製作体験講座に参加した

生徒のアンケートは回収できていないため集計に入っていない。） 

見学会参加中学校数 ５２校 

見学会参加者数 ３２４名 （生徒：２７５名 保護者：３７名 引率教員：１２名） 

アンケート回答者２３３名 （生徒：２３０名 保護者： ３名 引率教員： ０名） 

 

校内見学会アンケート結果 

質問１ あなたは、生徒、保護者、引率教員？  

保護
者, 3

生徒,
230

生徒

保護者

 

＊）アンケートの回収率を上げるために、午後からの体験授業でクラスごとにアンケートを実施した

が、１クラスほどアンケートを取り忘れたため、完全なものとすることが出来なかった。また、保護

者や引率教官のアンケートを回収する方法も改善が必要である。 

 

質問２ あなたの性別は？ 

  

女子 ,
85

男子 ,
145

男子

女子

 
 

＊）男子と女子の比率は約２対１であった。 
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質問３ 次の A, B, C, D, E, F, G, H, I で良かったと思うもの全てに○をしてください。 

A．全体会         B．体験授業（午前の部）  C．学科紹介 
D．体験授業（午後の部）  E．高専食堂        F．学寮見学 
G．体験入寮（参加者のみ） H．図書館自由開放     I．情報処理センター自由開放 
 

48

69

1

8

93

185

131

186

78

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

情報処理センター

図書館

体験入寮

学寮

食堂

体験授業（午後）

学科紹介

体験授業（午前）

全体会

良かったと回答した人数
 

 

＊）グラフ中、数字は、「良かったと回答した人数」を表す。企画ごとに参加者数が異なり、また、

企画によっては、その企画への参加者数が把握できていないため好評であったかどうかの評価はでき

ない。参加者数の確認出来るものについては、以下にまとめた。 

 

＊）午前、午後とも体験授業は８０％（午前：１８６人／２３３人中、午後：１８５人／２３３人中）

の参加者が「よかった」と評価している。 

＊）食堂については、利用した２２２名中９３人が「よかった」と回答しているものの、「意見や感

想」の中では、「混雑していた」、「希望したものを食べることが出来なかった」等の意見もあり、

今後に課題を残した。 

＊）学寮については、体験入寮、学寮見学ともに参加者には好評であった。 

＊）図書館は、６９人（２３３人中）、情報処理センターは４８人（２３３人中）が「よかった」と

回答しているが、利用者数については把握できていない。 
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質問４ それぞれ参加した企画は良かったですか。 

77%

78%

77%

86%

90%

83%

78%

77%

54%

56%

65%

64%

94%

86%

62%

33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構造工学橋梁講座

水理学流れ可視化講座

地盤工学液状化講座

基礎コンピュータ工学

基礎電気回路

基礎プログラミング

渦電流の不思議

3DCAD講座

土木建築工学科

情報電子工学科

機械電気工学科

英語

物理

数学

国語

全体会

良かったと思う 良かったと思わない

＊）数字は、「良かった」と回答した人数をその企画に参加した人数で除し、％表示している。 

＊）全体会について良かったと評価した参加者は３４％（７８名／２３３人中）であり、少し厳しい

評価であるが、アンケートを最後に行ったことと、他の企画（体験講座等）の印象が強かったこ

とも影響があるかもしれない。 

＊）一般科目の中では、物理（９４％）と数学（８６％）の評価が英語や国語に比較して高かった。

理工系に興味を強く持っている生徒が多く参加しているとも考えられる。 

＊）専門科目では、基礎電気回路が最も高い評価（９０％）であったが、その他も、概ね８０％の参

加者が「よかった」と評価している。（注：参加者が全ての企画に参加した結果で判定している

ものではないため、ここで示された数値によって各企画を比較できるものではない。） 
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質問５ 見学会に参加した感想 
情報電子工学科 
1 体験授業が楽しかったです。学校がきれいだった。 
2 情報電子科は電気についてもやるという事を初めて知った。前の体験入学以上に分かった気がす
る。 

3 実際にたいけんをするので、より興味がわいたと思う。とても良かった。 
4 自分が思っていたよりも、多くのことを情報電子工学科で学ぶということが分かり、とても参考に
なった。 

5 とてもよかった。 
6 電気について詳しく正しく教えてもらい、電気のことに対する考えが深まり、大変良い経験となり
ました。 

7 体験入学はすごく面白かったです。体験授業は全部受けたいくらい勉強になりました。 
8 体験授業で、やりたいところは、ちがったのだけど、電気がすごくおもしろくよかったです。数学
の方も、公式とかのとき方とかがわかり良かったです。 

9 とてもわかりやすくて楽しかったです。先生達がとてもやさしくて嬉しかったです。 
10 体験授業で高専のしている事を体験できたのでとても勉強になりました。学食もおいしくいただき
ました。 

11 体験授業でコンピュータをしるには電気のことも大切だと知った．とても勉強になった。 
12 図書館の広さには驚いた。（オイオイ･･･） なかなか興味深かった。 
13 勉強になった。今まで高専は希望になかったけど、今回の体験で、考えてみようと思った。 
14 専門学科の体験授業を選択できるようにしてほしかった。 
15 もう少し長い間見学ができたらいいなと思う。 
16 もう少しゆっくりできるお昼休みがほしかった。寮がみられなかったので。でもよかったと思いま
す。 

17 すごく専門的でがんばったらすごい技術が身につくだろうなという思い。（難しすぎる感じもうけ
た） 

18 やはり知らないことばかりで驚きの連続でした。授業をするっていうのは、けっこうおもしろかっ
たです。でも全体会はもうすこし、まじめすぎてねむたかったです。 

19 いろいろ役にたつことがいっぱいでした。 
20 けっこうたのしかったです。体験授業の午後の部は、実験ができたのでおもしろかったです。 
21 前回の見学会とは違って体験授業だったので、授業の感じがなんとなくつかめた感じがしました。 
22 自由にインターネットを見れるのがよかった。 
23 楽しく過ごせたので良かったです。 
24 初めの全体会はビデオを使っていてわかりやすかったし、おもしろかった。体験授業でｔｅｃを使
うのがとても楽しかった。また高専についていろいろ知りたいです。 

25 進路を決めるにあたってとても役にたちました。 
26 今回、参加させていただいて、今まで以上に、「高専にいきたい！」と思う気持ちが強くなりまし
た。一日、とても良い勉強になりました。本当に、ありがとうございました。 

27 数学はとても上手に教えて下さって、わかりやすかったです。専門学科もたのしかったです。 
28 授業がむずかしかった。情報処理センターが開放されててよかった。 
29 午前も午後も楽しかったです。とくに午後のコンピュータをつかってやるのがたのしかった。 
30 体験授業が楽しかった。 
31 設備がすごくととのっていて、すごいと思った。 
32 とても楽しかったです。徳山高専のことがよく分かりました。 
33 普段、知れないことがしれたし、しかも実際に体験できたのでとても良かったと思う！ 
34 肉うどんがおいしかった。授業が少し難しかった。トイレがきれい。英語の雑誌を初めてみて感動
した。 

35 カレーがからかった。建物がきれいだった。物理が楽しかった。難しかったです。 
36 楽しそうなところだと思いました。どんな勉強をするのかわかったので良かったと思いました。 
37 とてもきれいな校舎だと思った。参加した授業もとてもおもしろかった。 
38 高専のことがよく分かったのでよかった。情報電子工学科での内容も体験することができて来てよ
かったと思う。 

39 体験学習は難しかったけどおもしろかった。学科紹介もわかりやすかった。 
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40 今までは、高専よりも普通高にいこうと思っていた。大学にいこうと思っていたから。でも、高専
から大学に入ることも比較的よくできるというのがわかって入ろうかなと思った。（受かれば･･･） 

41 先生方がとてもわかりやすく説明してくださったのでわかりやすかった。 
42 いろいろな授業をうけれてたのしかったです。いい体験になりました。ここに行きたい！と、とて
も強くおもいました。本当にありがとうございました。 

43 学校の説明がとてもわかりやすく、とくに情報電子の説明は良くわかった。 
44 実際にやっていることが体験できてよかった。 
45 とてもおもしろい入学式を始め、様々な楽しい授業で来て良かったと思います。迷っていたことも
すぐに解決でき良い見学会だったと思います。 

46 体験授業がとてもおもしろかった。 
47 英語の授業はむずかしいと思った。ぜひ入学したいと思った。 
48 体験授業は楽しかった。分からないことが多かった。 
49 高専のことがよく分かったので、とてもよかった。難しそうだった。 
50 情報電子の基礎プログラミングをやったけれども、まったくわかりませんでした。しかし、どんな
ことを勉強するとか知ることができました。 

51 この見学会はとてもさんこうになりました。 
52 いろいろなことをたいけんできてよかったです！！ありがとうございました！！ 
53 時間がなくて寮とかは見れなかったけど、体験がおもしろかった。 
54 簡単にプログラミングと言ってもつくったり、よんだりするのは、難しいんだなあと思った。だけ
ど楽しかった。 

55 先生がたが明るかったのでよかった。 
56 はじめて知ることがたくさんあって、とてもいい見学校だったと思います。 
57 すごくわかりやすく説明してもらえたのですごくおもしろかった。高専食堂は知らない人とも話せ
る、人と交流できる良い所だと思った。体験授業のプログラミングはとてもおもしろくとてもわか
りやすく説明だったのでおもしろかった。 

58 体験授業の数学がとてもわかりやすかったです。特に解の公式がよくわかりやすかったです。基礎
プログラミングで魚をうごかしたのがたのしかったです。 

59 体験授業がとくに良かったです。 
60 図書館など充実していてよかったです。基礎プログラミングはとても楽しかったです。ていねいに
おしえてもらいました。 

61 プログラミングは難しそうだったけれど、すごくわかりやすくできたので、すごく楽しかったです。 
62 いろいろ役にたった。 
63 午前の授業はとてもゆっくりで分かりやすかった。午後のプログラムも面白かった。先生もとても
やさしくてよかった。学食はとてもおいしかった。ありがとうございました。 

64 基礎プログラミングは楽しくて、いろいろなことができるのですごいと思った。 
65 他の高校の見学会とは全く違う工専らしい見学会だと思いました。 
66 一年分のプログラミングが学べ、楽しかったです。 
67 体験授業がとてもおもしろかったです。改めてこの学校に入りたいと強く思いました。プログラミ
ングがおもしろかったです。 

68 食堂がよかった。色々勉強になった。 
69 とてもよい学校とおもいます。ぜひ入学したい学校と思いました。とてもさんこうになりました。
ありがとうございます。 

70 よくわかった。いろいろやって楽しかった。 
71 学校紹介のビデオがわかりやすかった。食堂で食べた昼食はすごくおいしかったけど人が多かった
のですごくならんだ。 

72 とてもたのしかったです。入試はむずかしいけどがんばって入りたいです。 
73 徳山高専のことがよくわかりました。 
74 プログラミングがたのしかったです。 
 
土木建築工学科 
1 ・入学式の形式にしたのは面白い点でした。・「液状化」の講義を聞いているときの子供達は、ち
ょっと,無反応でしたが、実験器具に近づいて説明を受けている様子は楽しいのではないかと思い
ました。（先生だけでなく、５年の学生さんたちが一緒に話をされたのは良かったのではと思いま
した）はたしてうちの子は「液状化」が理解できたでしょうか？ 

2 体験授業では,今まで聞いたことが無いような用語が出てきたりして、分からない部分も多かった
けれど、ロボコンの作品等がみれてよかった。 
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3 全体的にきれいで、おもしろそうな学校だと思いました。 
4 いろいろな実験を分かりやすく教えてもらえたのでよかった。 
5 いろんなものがあって、おどろいてばかりでした。でも、以外に身近なところでおこっているとの
説明だったので、興味をもって聞くことができました。今日はいろんな事を学びました。 

6 体験授業のとき話がむつかしかったけど、この科に入りたいという気持ちがたかまった。 
7 午前の体験授業は、国語に限って言えば確かに楽しかったものの、もっとこんな授業を普段でして
いるというのが見てみたかった。体験入寮は仕組みがよくわかったものの、そういったのものがあ
るとわかりにくく、詳細をもっと知った上で参加したかった。 

8 1 日だけでも、どのようなことを学ぶのかわかりました。実験を加えた授業で,実際に起きうること
が想像しやすかったです。本日はありがとうございました。 

9 面白そうな学校だと思いました。いろんな実験が楽しかったです。 
10 体験授業で今まで聞いたことのないようなことを勉強することができたのですごくよかったです。 
11 午後の体験授業で話は難しかったけど楽しかった。 
12 いろいろな説明をするのに,パソコンから画像として見れたのでわかりやすかった。  
13 知らないことや不思議なことがたくさんあって難しかったけど楽しかった。 
14 思ったより難しい体験授業だったけどわかりやすかった。楽しかった。全体的に良かった。 
15 教室で授業を受けたりして、ますます入りたいなと思いました。むつかしいこともあったけどよく
説明して下さってわかりやすかったです。 

16 実際に実験をして見せていただいたのでとても楽しく分かりやすかったです.全体の印象もよく、
参加してよかったと思いました。 

17 体験授業の内容は興味深いのもだったけど難しかった。でも、もっと詳しく知りたい。 
18 普通の学校見学会とは違って、講座を体験できて自分にとって入試に対する考えとかが変わったの
でとてもよい企画だったと思います.一番良かったです。これからも続けて欲しい。 

19 授業の内容がわかりやすかった。 
20 地盤工学液状化講座では、あまり興味は無かったが、実験器具などを見たりしてすごく興味が湧い
た。 

21 高専の授業は,難しいだろうなと思っていたけど、先生が以外に丁寧に教えてくださり大部分（体
験授業は少しだけど）理解できて楽しかった。 

22 高専に入ったら、5 年間楽しく学べそうです。今日は、いろんな体験が 1 度にできたのでよかった
です。 

23 他の授業もやってみたかった。地盤もおもったより興味をひかれた。もっと、学校の授業のしくみ
について聞きたかった。 

24 難しかったけど、ちょっと分かりました。それと、地震が起きて水がふきでたのにびっくりしまし
た。 

25 ちょっと話が難しかったです。 
26 とても良い体験になりました。楽しかったです。私は”土木建築”ついてよく分かっていなかった
ので、知ることができてよかったです。食事の時間が足りなくて大変でした。 

27 難しかったが面白かった。 
28 先生方などとても話の進め方が分かりやすかったです。 
29 前回より楽しかった。今後の参考になればいいなと思う。 
30 実験を取り入れた説明だったので分かりやすかった。 
31 今回は,夏休みの体験入学と違って実際の授業を体験することができ、たのしかったです。もとも
と第一志望だったのですが、さらに行きたいという意欲が強まりました。 

32 楽しかった。学校の雰囲気が良かった。校舎がきれいだった。 
33 楽しかった。学校内が土足でうれしかった。 
34 入試のレベルはかなり高いけれど、がんばって入りたいと思いました。校舎が広かった。 
35 先生がやさしかったです。 
36 とばして説明して欲しくなかった。カルマン渦についてもっとやって欲しかった。 
37 すごく専門的なことを細かく勉強しているんだなぁと思いました。 
38 施設や完備はしっかりしている。だが、学生食堂のメニューをもっと増やして欲しい。 
39 面白いとおもった。 
40 実験が楽しかった。前から見たらすっごく大きかったです（たてもの）。食堂おうどんおいしかっ
たです。 

41 良かったと思います。 
42 食堂がおいしかった。授業は、日ごろやらないことを実験したり、聞けたりしたので楽しかった。 
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43 午後の体験授業では、水理学についていろいろな実験をして、とても楽しかった。名前プレートを
もらえてうれしかった。 

44 いろいろな内容があってよかった。 
45 今まで体験したことがないことができてよかったです。ためになりました。 
46 カレーが無かった。実験などおもしろかった。 
47 定食ならんだけどおいしかった。カレーが食べたかった。高専の人はやさしかった。 
48 とても楽しい時間をありがとうございました。 
49 水は水でもいろいろな性質があり、それを実験で知ることができたのでよかったです。徳山工業高
等専門学校は基本を大事にしているんだなぁと思いました。とても良い学校だと思いました。 

50 実際に体験できてよかったです。 
51 とても楽しかったです。 
52 先生がやさしそうだった。授業（土木）が難しかった。 
53 とてもたのしかった。 
54 楽しかったです。 
55 とてもおもしろかったです。 
56 実験ができて、おもしろかったし、映像があって分かりやすかったです。 
57 たのしかった。勉強になった。 
58 楽しかった。 
59 自分にとって進路を決めるためにすごく役に立った。 
60 先輩方がとてもやさしくてよかった。 
61 高専の人たちはとてもやさしかった。 
62 先輩がやさしかった。また、先生も丁寧に教えてくれてよかった。 
63 先輩がやさしくてわかりやすかったです。 
64 体験授業がおもしろかった。 
65 紙を使うときに一番良い向きに曲げると電池もささえてしまうのでびっくりしました。 
66 全体に来たい。 
67 どれも、充実していて,良い体験ができました。ありがとうございました。 
68 どんな授業を受けるのが少しでも分かることができたのでよかった。構造工学橋梁講座がとてもお
もしろく、もっと、勉強してみたいと思った。 

69 受験してみたいです.楽しかった。 
70 スパゲッティのめんで作ったものがむつかしかったが、楽しかったと思う。 
71 親切でよかったです。 
72 とっても分かりやすく,楽しくできました。授業とかもわかりやすかったし、土木建築の授業はと
っても楽しく分かりました。これからがんばりたいと思います。 

73 先生方や担当の方の対応がよかったです。午前の授業は、高校の授業の感じが理解できたのでよか
ったです。 

74 パスタを使用しての構造工学体験ができ、とても勉強になりました。 
75 とてもおもしろく興味が持てた。 
76 とても楽しかったです。先生方が,丁寧に教えてくださいました.食堂がとても混んでいました。 
77 実際に体験してみて楽しかったです。先生方も丁寧に教えてくれて分かりやすかったです。 
78 食堂をもう少し広くして欲しい。 
79 食堂が混雑していた。 
80 午後の部の体験授業はとても楽しく、べんきょうになった。 
81 よかった。 
82 楽しかった。 
83 体験授業が楽しかったです。 
84 1 回目の体験授業とはちがった感じでたのしかった。 
 
機械電気工学科 
1 施設がすごかった 
2 とても楽しかったです.高専のよさもよくわかって行きたいと思いました。 
3 高専の様子や授業の体験が出来てよかったです。 
4 楽しかったです。 
5 ３DCAD を実際につくってみたいと思った。 
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6 今日この見学会を通して，いろいろな徳山高専のことについて学べてよかったです。 
7 楽しかったし，先輩のご指導のおかげで３DCAD がどんなのもだったのか少しわかったような気がし
ました。 

8 CAD 作製の時，何度も先輩方に手伝ってもらい，すごく嬉しかったです。企画もすごく充実してい
てよかったと思います。 

9 物理の授業はけっこう面白かった。学科の説明，実習とかも楽しかった。来て良かったと思います。 
10 体験授業の物理がとてもおもしろかった。３DCAD 講座もおもしろかった。 
11 見学をしてみて，自分が想像していたのとは違っていたので，高専に対する僕の思いは変わったと
思います。 

12 食堂はもうすこし大きいほうが 
13 体験授業で手間取ったけど，おもしろかった。 
14 CAD の作成がすごくたのしかった。 
15 今回の見学会をおこなってみて，参加した企画だけなのですが,１人１人の先生の説明が詳しく，
わかりやすかったです。時間があれば，全部の学科の説明がうけてみたいという風に思いました。 

16 ３DCAD が特に面白かった。 
17 みんなが親切に教えてくれて，好印象だった。 
18 ３DCAD は難しかったが，終わって完成した時はうれしかった。 
19 ３DCAD 講座の説明などをわかりやすくしてくれた。 
20 ３DCAD は初めてだったけどおもしろかった。 
21 第１回目の時と比べて３DCAD 講座の授業がおもしろくなっていたけど，難しくもなっていました。 
22 すごい事をやっているなーと思った。 
23 CAD を体験でき，うれしく思う。 
24 ３DCAD は難しかったが，うまくできたのでよかった。 
25 高専に行きたくなりました。 
26 わかりやすくてよかったです。先輩方もやさしく教えて下さってとてもわかりやすくできました。 
27 おもしろかったです。とても分かりやすい説明でしたし先輩がたの話もおもしろかったです。 
28 授業が楽しくできそう 
29 学校にくるまでは苦労したけど，きたらりかも体験授業も楽しかった。 
30 自由な感じがして楽しかった。 
31 物理で電池や磁石による実験が楽しかった。スピーカーを作るのが楽しかったです。 
32 スピーカーを作るのがたのしかった。国語の本づくりが難しかった 
33 磁石の原理がよく分かった。スピーカー作りはすこし大変だった。 
34 徳山高専についてよくわかり，もっと入学したくなりました。 
35 とても楽しかった。体験授業は自分の参加したいところにいけたらよかった。 
36 大変よい見学会だったと思います。食堂が混雑したのがたいへんでしたが，それ以外はとてもおも
しろかったです。 

37 いろいろ体験することができて，とても楽しく，勉強になりとてもよかったです。また，高専にと
ても入学したくなりました。 

38 体験授業はとても楽しかった。分かりやすく説明してくれ少し難しかったけどちょっと分かったと
思う。 

39 分かりやすく，興味がわくものだった。 
40 分かりやすかった。 
41 高専は広かった 
42 スピーカー作りがおもしろかった。説明が分りやすかった。 
43 スピーカー作りがよかった。実験がすごかった。 
44 たのしかった！！ぜひ入学したい！！ 
45 体験授業の選択肢を増やすといいと思う。 
46 全体的によかった。 
47 知らなかったことばかりでとても楽しかった。ロボコンのロボットを見てよくこんなものをつくれ
るのと思った。 

48 参加したいと思っていた企画に多く行けたのでとてもよかったと思う。すべての企画が面白くて，
進路を決める良い参考になったと思いました。 

49 体験授業で渦電流で実験をしたのがおもしろかったです。 
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３．５ 各企画担当者の感想及び反省点 

□構造工学橋梁講座「作ってみようパスタブリッジ」 担当：原 隆 

初めての体験授業であったが、保護者 2 名を含めたくさんの中学生に集まっていただいた。「パスタ

ブリッジの製作」ということでかなりの時間を費やすかに思われたが、全員完成に至った。ただし、

作品を持ち帰る箱を用意しなかったのは残念であった。高専では物を造って理解を深める場面が多く、

製作に夢中になっている中学生を見て頼もしく思った。また、保護者の方も製作に参加され、楽しそ

うに作っておられるのが印象的であった。接着剤が乾く間に行った実験も意外に好評であり、継続的

に続けたいと思う。参加者の評価も概ね好評であり、実り多い一日であった。 

 

□国語講座「簡単にできる、和本綴じ♪」 担当：一色 誠子 

 工業高専に進学したいと思っている中学生が、果してどのくらい国語の公開授業を希望するのかと

思っていたが、２０名の中学生が参加をしたことは、嬉しくもあり意外でもあった。 

 動きがなければ、わずかな時間であっても飽きてしまうのではないかと考え、手を動かす「和本閉

じ」のメニューを用意した。本科の一年生でも実施したので、大丈夫だと判断したのだが、案外手元

がおぼつかなくて、予想以上に時間がかかってしまった。昼食時間確保のために、公開授業の時間自

体も削られていたこととも相まって、落ち着きのない公開授業になってしまった。授業者の時間配分

の工夫も必要だが、全体の時間配分の考慮も今後必要であろう。 

 

□創造製作体験講座 担当：石田 浩一 

 感想にあるように、概ね体験講座に関しては好評であったと思います。学生を動員して中学生を指

導させたことも良かったのではないかと思っています。（気軽に質問できていたようですし）学生を

動員する予算措置がほしいところです。 

 今回は JABEE 関係もあって、体験講座を絞らざるをえなかったですが、人数制限はいたしかたない

としてもう少し講座数を増やしても良いのではないかと思いました。それと、教務主事補が体験講座

をやるもんじゃないなと身にしみて感じました。 

 

□基礎電気回路講座 担当 担当：神田 徳夫 

 「情報電子工学科で電気のことを勉強するとは思わなかった」とは、毎年入学してくる学生の大半

の話である。そこで、このような誤解を少しでも払拭したいとの気持ちも込めて本講座を開いた。学

生達が食い入るようにデモ実験に見入っていたのが印象的であった。学生の感想からも本講座の趣旨

がある程度理解してもらえたことが伺えて、初めての試みとしては大成功であったと思われる。これ

を契機に一人でも多くの学生が入学を希望することを期待したい。 

 

□基礎コンピュータ工学講座 担当：重村 哲至 

  企画の内容が退屈だったのかも知れませんが、眠そうな生徒が何人かあったように記憶しています。

時間が長く生徒は疲れ気味だったのではないでしょうか。午後の企画まで拘束するのではなく、疲れ
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た人は休んだり帰ったりできる方が良いように思います。また、授業形式ももっと短時間で参加者の

負担を軽くする方が良いように思います。 

＃ 自分の進学するかもしれない学校を見学すると言う点で緊張していますので。 

 

□地盤液状化講座 担当：上 俊二 

 本講座では、中学生が興味を引くようにスライドとビデオと実験を取り入れて出来るだけ平易にわ

かりやすく説明をしたつもりでしたが、感想にもあるようにもう一つわかり難かったようです。来年

はもっとわかりやすい説明になるよう気をつけます。なお、講座の後半に 5年生の協力を得て実験装

置に触れてもらいましたがこれが、以外に好評でした。来年は説明のあとに実際に実験装置に触れて

もらい、実験を確かめてもらうのが良いと思いました。 

 

□渦電流の不思議 担当：武平 信夫 

 まず中学生が、どのようにすればうず電流を理解してくれるかを考えた。彼らに永久磁石について

の予備知識はある。強力な磁石（ネオジウム磁石）がアルミニウム板の斜面を滑り降りるとき、強い

ブレーキ力がかかることでうず電流の存在を幾分か感じてくれたようである。１円玉をパルス状の電

磁力で飛び上がらせる実験など中学校で余り見かけない実験に興味を示してくれた。このような演示

タイプの模擬授業ではサポート学生（今回５人）の存在が大変大きい。 

 

□数学講座「２次方程式の解の公式を見つけよう」担当：秋吉康光 

 内容がすこし易しすぎたかもしれませんが、退屈はしていなかったようです。（新指導要領で省か

れた「2次方程式の解の公式」がその内容ですが、塾や一部の中学校では教えているようです・・・。）

「整式」と「方程式」の意味の違いなど基本的なことと、応用として２次曲線と直線の交点を求める

問題の例を示しましたが、時間が少し足りなかったようです。来年はもっと効率よく説明したいと思

っています。 

 

□水理学流れの可視化体験講座 担当：渡辺勝利 

 講義形式になると中学生の皆さんも少し身構えてしまうようようで、それを解きほぐす時間を考え

るともう少し時間が必要と思いました。内容を盛り沢山にしたため，少し急ぎ足になったのですが，

アンケートの結果を見ると興味を持ってもらったようで安心しました．次回は今回の教訓を生かして

より充実したものにしたいと思います． 
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４．周防灘３０カイリ 潮の路県際間交流事業 

実施日：平成１６年２月８日（日） 
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周防灘３０カイリ 潮の路県際間交流事業 

はじめに 

 山口県と大分県が瀬戸内海の周防灘（約５６Km）をはさんで比較的近い位置にあるということで、

お互いに行き来を活発にして、交流を深めていくことを目的に行われている「周防灘３０カイリ 潮

の路県際間交流事業」にテクノフェスタとして協力した。 

 今回は「ものづくり体験交流」というテーマであり、徳山高専としては「ロボット製作教室」開催

した。 

 

４．１ 日程 平成１６年２月８日（日） 

４．２ 対象 山口県周南地域・大分県東国東地域の小学生高学年 ６８名 

４．３ 組織 総括：ロボコン実行委員会委員長 西村太志 

  企画責任者：ロボコン実行委員会副委員長 藤本浩 

  製作指導：徳山高専メカトロニクス部員１０名 

４．４ タイムスケジュール 

 ９：００〜９：１５ オリエンテーション 

 ９：１５〜１１：３０ Ａグループ（３３名）ロボット製作 

 １２：００〜１４：００ Ｂグループ（３５名）ロボット製作 

 

   

写真 24 オリエンテーションの様子               写真 25 製作方法の説明 

   

写真 26 製作の様子 
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４．５ ロボット製作教室を終えて 

 小学生高学年を対象としてロボット製作教室を行ったが、参加者のレベルに差が大きく製作時間に

かなりの差が生じた。しかし、６８名全員が２時間で完全に動くようになり、ものづくりの楽しさを

体験してもらえたのではないかと思う。製作教室を終了して小学生に感想を聞いた結果、ほぼ全員の

小学生が満足していた様子が伺えた。 

 今回は時間の都合もあり製作のみに終わったが、今後は製作したロボットの動く原理や簡単な回路

の説明などを交え、小・中学生がロボットに興味を持ち、ものづくりが好きになるような企画にして

いきたいと考えている。その第１弾として、２月２９日に徳山高専夢広場において「初めての電子工

作」と銘打ってロボット製作教室をテクノフェスタ企画として開催する予定である。 

 

 

写真 27  製作後の障害物レース 

 

                                  （担当：西村太志） 
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５．サテライト夢広場 初めての電子工作 

 「簡単おもしろロボット大作戦！」 

 実施日：平成１６年２月２９日（日） 
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６．総 括 

昨年度、「徳山高専テクノフェスタ」とタイトルを付け、文部科学省よりの予算的な後押しもある

中で実施した校内見学会であるが、今年度の予算については見通しが立たないまま第１回の校内見学

会を実施せざるを得なかった。しかしながら、近年の受験者数の低下や独立法人化を考えたとき、よ

り一層の中学生へのアピール活動が不可欠と考えられ、先に行われた教官研修会で議論された結果を

極力生かす形で企画を再検討し、見学時間の見直しや昼食の準備、クイズラリー等々、従来の見学会

のアンケート結果等で指摘された点について改善を図った。 

従来の企画との主な変更点は、夏の見学会では、個別の学科に限らず３学科とその他徳山高専全般

をくまなく見てもらい、秋の見学会では、高専受験と体験教室をメインテーマにして行こうというも

のである。このため、参加者の動きを活発にするべく企画したクイズラリーは、うまく効果をあげた

と思われる。２回目の見学会についても午後からも企画を行い、ここでは、実際に高専の授業を体験

するというような企画も実施した。秋の見学会は JABEE 受審の直前でもあり、落ち着かないところで

あったが、全校一丸の協力をもって成功させることができた。以下、企画ごとに成果を総括する。 

 

６．１ 第１回校内見学会 

実際に企画を担当した教官の意見の中に見られるように、今回の見学会は外見上これまでと同様な

スタイルであるが、内容的には多くの点について一新して、見学者の動きを活発にすることができた。

昨年度の第２回の教官研修会で校内見学会を議題として取り上げ、ワーキングで検討した成果が形に

なり組織として動けたことが、今回の成功の要因であると思われる。パンフレットのアイデアや、ク

イズラリーなどのアイデアも見学会を成功させる大きな力となった。ただ、教官の指摘にもあるよう

に、全体会の運営方法等々、今後も改善すべき点は多々見受けられる。事前の準備を一層早く取りか

かり、教官の連絡・連携をより綿密に図ることが成功の秘訣であることは自明であり、どこまででき

るかが今後の課題であるが、今回の運営スタイルは一つの指針と教訓を与えてくれた。 

 

６．２ 第２回校内見学会 

不安な点の多かった「全面的な体験授業スタイル」という未知の企画への挑戦は、本校教官、すな

わち「教育のプロ」にしてみれば少しばかりプレッシャーを感じながらの刺激的な企画だったのかも

しれない。 

教官会議の議論を「はじめの一歩」として、その後、色々な意見を交わしながら今年度の２度目の

校内見学会を、盛況の内に実施することが出来た。これまでと大幅に異なったスタイルにアレンジし

た中で企画を成功させることが出来たのは、担当された教官の創意工夫によるところが大きい。特に

今回の見学会では、アンケート結果に見られるように中学生が「この時期、この企画に期待している

こと」にかなり近い内容を準備し、提供できたのではないだろうか。また、このような大きな成果が

上がった最大の要因は、（教官研修会等による）過去のデータ分析と、やはり「担当した高専の先生

方の教える力、効果的な授業」があったからこそと言える。中学生の感想からは、見学会に参加して

本当に良かったという声と、高専にぜひ入学したいという声が多く聞こえてきた。一方、担当教官の
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感想では、各企画を成功させるために色々と工夫された様子と反省が伺え、すでに来年度に向けての

課題も挙げられている方もいる。そして、おみやげの作成に協力してくれた実習工場や野球部員、各

企画のサポートをしてくれた学生にも感謝したい。 

ただ、当初の予想を大幅に上回る参加希望者があり、また、新しい企画であったため、食堂の利用

方法や、アンケートの回収方法といった運営上の課題も残されている。 

 

６．３ 周防灘３０カイリ 潮の路県際間交流事業 ロボット製作 

小学生高学年を対象としてロボット製作教室を行った。参加者のレベルに差が大きく製作時間にか

なりの差が生じた。しかし、６８名全員が２時間で完全に動くようになり、ものづくりの楽しさを体

験してもらえたのではないかと思う。製作教室を終了して小学生に感想を聞いた結果、ほぼ全員の小

学生が満足していた様子が伺えた。 

今回は時間の都合もあり製作のみに終わったが、今後は製作したロボットの動く原理や簡単な回路

の説明などを交え、小・中学生がロボットに興味を持ち、ものづくりが好きになるような企画にして

いきたい。 

 

６．４ 体験講座「初めての電子工作（簡単おもしろロボット大作戦！）」 

本校のサテライトブース（徳山高専夢広場）において「初めての電子工作（簡単おもしろロボット

大作戦！）」と銘打ってロボット製作教室を開催する（実施日：平成１６年２月２９日）。既に多数の

応募があり、本校が繰り出す企画への市民の期待度が伺える。 

 ＊）開催時期の都合により、本報告書にはパンフレットのみの掲載となった、 
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おわりに 

本年の本校（徳山高専）の入学試験（平成１６年２月２２日実施）受験者数は、昨年の４９３名に

対し５３６名と約９％の増加となり、テクノフェスタ実施前の平成１４年（受験者４６０名）に対し

１２％の増加となった（図６－１参照）。少子化が進む時代の中にあって、最近２年間の数字の伸び

の理由に、昨年、今年と実施したテクノフェスタの一連の企画も大きく貢献したと思われる。教職員

一丸となって実施し、目標を達成したことを喜ぶ一方で、今回の企画に満足し油断することなく、今

後も徳山高専テクノフェスタを一層市民や中学生の心をつかむ企画に発展させていきたい 
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図６－１　入試倍率と１５歳人口
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                                 （文責：田村隆弘） 




